
rosci.Absり11:1274.

14)久保田茂(1986):大脳の扱隅の解明｡月刊

*S,28:29-83.

15)Arikuni,T.andKubota,K.(1986):

Theorganizationofprojectionsand

theirlaminarorigininthemacaque

monkeyrAretrogradestudyusingHRp

-Gel.∫.C.Neuro1.,224:492-510.

16)Sawaguchi,T.,MatSumura,M.and

Kubota,K.(1986):Long-lastingmarks

ofextracellurarlyrecordedsitesbycarl

bonfiberglassmicropipettesinthe

frontalcortexofchronicmonkeys.J.
Neurosci.Methods.,15:341-348.●

学会朱美

1)三上孝允(1985):サル上伽頭溝後壁MT初

野ニューロンの方向選択性と加算効果｡節9

回神経科学学術爪会｡予稿集 :54.

2)沢口俊之･松村道一･久保田茂(1985):サ

ル前頭前野背外側部における視覚性反応時間

タスク関連ニューロンの深さ分布｡茄9回神

経科学学術発会,予稿集 :75.

8)松村道一･沢口俊之 ･久保田競(1985):防

意運動時のサル運動野におけるGABA抑制

と皮質層構造について.第9回神経科学学術

央会,予稿舛 :110.

4)有国富夫･苗須伸夫 ･中谷利夫 ･安遜栄治郎

･渡辺京子 ･久保田競･木村 宏(1985):

マカクサルのGABAニューロン｡荊9回神

経科学学術柴会,予稿央 :Ilo.

5)久保田競(1985):サルの前頭前性皮質のニ

ューロン活動と行動｡第81回日本精神神経学

会総会｡精神神経学雑誌｡87:799-800.

心理研究部門

壷脚 仔 ･城野俊夫･'JQ鹿 )･松沢哲郎

1)昭和61年1月16日付､神経生理部門助教授に
昇任｡

研究概要

1)チンパンジーの図形語による記述行動の分

析｡ 一語唄による統制一

室伏杓子 ･践野俊夫･小嶋祥三 ･松沢哲郎

チンパンジー(アイ)に,〔主体〕〔近づくj

〔客体〕の3語記述を訓練し,般化テストをくり

かえした結果,古い正答率を得るに至った｡

2)チンパンジーにおける数の概念の形丘だ

室伏靖子 ･浅野俊夫･松沢哲郎 ･板倉昭=3)

ドットのランダム･パタンを見てその数をアラ

ビア数字で選ぶことと,その数の系列的タッピン

グを要求した｡各課題で7個と5個を完成した｡

3)チンパンジーの心的回転(mentalrota･

tion)に関する実験｡

ベルげ ット プt(ザ-JJ)･室伏杓子･

浅野俊夫

チンパンジーに,較映図形の間の弁別を見本合

せ法を用いて訓練し,図形を回転させてもなお正

立図形として同定できるか苔かをテストした｡

4)チンパンジーにおける刺激等価性の控符に

関する実験的分析

浅野俊夫5)

ヒトの言語習得過掛 こおいて,もともと只なっ

た刺激が機能的に等価な性TIを摂待する過程が重

要であることが明らかにされて来ているので.そ

の過程をチンパンジーで吟味する｡

5)ニホンザルとヒトの明るさ判断に関する比

較研究

シェイラ チェイR6)･室伏杓子 ･浅野俊夫

心理物理学的方法を用い,種々の輝度レベルの

光刺激の明るさの絶対的判断が5-9個の選択肢

場面で訓練きれた結果,ニホンザルとヒトでは可

能な情報伝達塁の相違が示唆された｡

6)ニホンザルの袋田場面におけるオペラント

行動の接待と伝播.1)

浅野俊夫

放飼場の若桜群を対象にして,パネルを押すと

食物が入手できるという新しい行動を集団場面で

2)本書良治(京大文)･山田恒夫(阪大人科 )

との共同研究｡

3)大学院生｡ 4)招へい外国人研究員｡

5)山本淳一(慶大大学院)との共同研究｡

6)京大客員教授｡

7)樋口義治(愛知大)との共同研究
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の条件づけによって形成し,伝播する様子を観察

した｡今後はトークン使用の伝播を分析する｡

7)オペラント強化の性質に関する実験的研究

浅野俊夫S)

ニホンザルの摂食行動において,摂食スケジュ

ールがオペラント行動の強化子の強化力にどのよ

うに関与するかを,エコロジーと環境適応にお

ける行動の配分(行動経済)の観点から分析する｡

8)霊長類の聴覚と音声の研究

小嶋祥三

チンパンジーを用いて,音の大きさ,自然およ

び合成日本語母音,音節などの知覚や合成破裂子

音によるカテゴリカル知覚の検討,乳幼児の音声

の音響分析を行った｡ニホンザルでは同種の音声

の弁別や記憶,日本語母音の弁別を研究している｡

9)iB長類乳幼児の行動発達9)

松沢哲郎

ヒト,チンパンジー,オランウータン,ニホン

ザルを主たる対象として,出生宙後からの姿勢制

御と認知機能の発達の種間比較をしている｡

10)チンパンジーの短期記憶再生過程の研究

藤田和do2松沢哲郎

チンパンジーに要素図形から校合図形を再構成

する課題(構成見本合わせ)場面で,複合図形の

提示と再構成との問に遅延を設けて短期記憶再生

過程を調べた｡同課題のヒトの思料と比較した｡

ll)感覚性強化による詔長類の種の認知の研究

藤田和生

詔長粒が,自身の種や他の近縁種をどのように

区別しているかを,それらの写真の感覚性強化刺

激としての機能に基づいて調べている｡マカク属

の種問比較と発達過程の研究を行っている｡

総 統

1)浅野俊夫(1985):動物の意誼｡伊藤正男編,

脳と意識,東京 :平凡社,13-34.

2)小島哲也･浅野俊夫(1985):子どものトー

クン･システム｡異常行動研究編,オペラン

ト行動の基礎と臨床,東京 :川島昏店,96-

8)アラン･シルバーバーグ(アメリカン大学)

との共同研究｡

9)田中員人･竹下秀子(京大教育)との共同研究

10)学振奨励研究員(1985年4月～9月),学振特
別研究員(1985年10月より)

111.

3)董伏靖子(1985):行動研究の方法 ;見えの

世界 ;音の世界｡江原昭善他編,霊長類学入

門,岩波昏店,171-177:194-219.

4)松沢哲郎(1985):言語の起源を探る - チ

ンパンジーの ｢言語｣能力 一 迫伝,89:
35-39.

論 文

1) Matsuzawa,T.,AsanO,T.,Kubota,K.,

andMurofushi,K.(1986);Acquisition

andGeneralizationofnumeriCallabeling

byachimpanzee.InCurrentPersepec･

tinesinPrimateSocialDynamics(Tanb,

D.M.andKing,F.A.,Eds):416-430.

学会発表

1)浅野俊夫(1985):ニホンザルの食事パタン

の実験的分析｡第45回日本動物心理学会大会,

動心年報,85:47.

2)室伏靖子･浅野俊夫･松沢哲郎(1985):チ

ンパンジーにおける記号を用いた数のマッチ

ング｡第45回日本動物心理学会大会,動心年

報,35:59.

3)浅野俊夫(1985):ニホンザルの食事パタン

の分析 ;foodFRの効果｡ 第4回日本基礎

心理学会大会｡

4)室伏靖子･浅野俊夫･松沢哲郎(1985):チ

ンパンジーにおける主体と客体の記述一語頓

による統制-｡第49回日本心理学会大会,罪

表論文韓 :560.

5)松沢哲郎･浅野俊夫･室伏靖子(1985):チ

ンパンジーにおける個体名の習得｡第49回日

本心理学会大会,発表論文集:561.

6)田中員人･竹下秀子･松沢哲郎(1985):ニ

ホンザル,チンパンジー,オランウータン乳

児の視覚的探索における対形成について｡第

49回日本心理学会大会,発表論文袋 :146.

7)小嶋祥三(1985):チンパンジー乳幼児の音

声の音響分析.第49回日本心理学会大会,罪

表論文集 :147.

8)小嶋祥三(1985):チンパンジーの音声知覚

と音声発達｡生理学研究所研究会く発声と音

声認識桜橋),抄録集 :1-2.

9)Kojima,S.(1985):VowelPerceptionin
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achimpanzee.9thAnnualMeetingof

血eJapanNeuroscienceSociety.

10)平林秀樹･宇野活平 ･日野原正･群山杉夫 ･

小嶋祥三 (1985):ファイバースコープによ

るニホンザル,チンパンジーの戸村運動の観

察｡荊37回日本気管食道科学会｡

ll)鎌田 勉 ･屯田和夫 ･小鴨祥三(1985):ニ

ホンザル大脳聴覚野ニューロンのサルの音声

に対する反応｡第65回北海道医学大会生理系

分科会｡日本生理学雑誌48,35,1986.

12)小嶋祥三(1986):チンパンジーの聴覚,育

声知覚,発声｡日本音響学会音声研究会,質

料番号S85-88.

18)小嶋祥三(1986):チンパンジーの聴覚,育

声知覚,発声｡日本音響学会音声研究会ff料

S85-88,687-693.

14)藤田和生 (1985):詔長矧 こおける柾の認知

一 感覚性強化による検討 - ｡日本心理学

会第49回大会.発表論文典,559.

社会研究部門

Jl肘俊蔵 ･鈴木 晃 ･小山直樹 ･森 梅代l)

研究故事

1)インドネシア･シボラ島における各種日長

類の社会 ･行動学的研究

川村俊蔵

スマトラ島の南シボラE3に生息するMacaca

♪agensis.PresbyEisi)otelZZiani他2柾の観

察を行い,特に行動型からの系統的関係について

ff料を集め,考察を行った｡

2)スマトラにおけるブタオザルの社会学的研

究

川村俊蔵 ･大井 徹2)

従来,世界的に研究の遅れているブタオザルの

長期的社会学的研究をスマトラにおいて続行した｡

8)インドネシア･カリマンタンにおけるオラ

ンウータンの社会行動と社会捕造に附すろ

研究

鈴木 晃

東カ])マンタン･クタイ保托区に生息するオラ

ンウータンの社会 ･行動学的研究を1983-84年に

1)教務mf1 2)大学院生

引き続き,本年は7カ月行った｡森林内でのオラ

ンウータンの個体の布置構造を記録し,社会構造

に関する討論を行った｡

4)インドネシア･クタイ国立公園の1982-83

年の乾燥と大山火野の影響と霊長類の分布

調査

鈴木 晃

1982183年の宋カ))マンタンの乾燥と大山火事

の影響と霊長塀の分布状丁捌こ関する調査を行った.

1983-84年の内陸の調査に引き続き,今回はセン
ガタ川上流へのカヌーによる調査を行い,その概

要を把握し,従来の知見に新たなn料を加え,イ

ンドネシア政府に報告した｡

5)木曽研究林におけるニホンザルの群れの社

会学的研究

川村俊蔵

ニホンザルに関しては,木田研究林S群の餌づ

けに成功し,ブライン亡による観察の結果,成猷

･亜成猷オスの全個体,同じくメスの一部の個体

識別を行い,個体原符作成にとりかかった｡また

A群の早春期の遊動のトレースを行った｡

6)ニホンザルの地域個体群の動腿と群れのス

ペーシングに関する研究

鈴木 晃

上信越ニホンザル研究林,房総半白において,

ニホンザルの地域個体群の土地利用,個体群動態,

遊動におけるスペーシングの問題,オスの群れの

離脱等に関する調玉を継続して行っている｡

7)ニホンザルのメスの繋舛成功度と個体歴

小山直樹

嵐山群の出産データーの解析から,出産歴と初

産年齢とは,翌年の出産時糊の早退に影響を及ぼ

しているという傾向が見られた｡また優位のメス

が劣位のメスより党規上有利かどうかの検討を行

ったが,一定の規則性を見出すことは難しく,む

しろ出産率の市低には,母親の年齢という要素が

強く働いていることをうかがわせる結果であった｡

8)ニホンザルの社会的発達に関する研究

森 梅代

事由群を対象にメスの育児行動,離乳期の子ど

もと母親の相互交渉,成長にともなう社会関係の

変化などを中心に分析し考察している

総 説

1)鈴木 晃(1985):環境科学辞典 (荒木 ･沼
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